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条 幅 規 定 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―
 

〈 

楷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

吉　

田　

成　

美　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
北
軒
涼
吹
開
踈
竹　

臥
看
青
天
行
白
雲
」

□
甕か
め

を
抱
き
鉏す
き

を
荷に
な

う
鄙ひ

事じ

（
い
や
し
い
事
柄
）
に
非
ず
、
花
を
栽
え
竹
を
移
す
清
談
に
似
た
り
。（
劉
克
荘
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 7 月末日 締切―

清　

原　

大　

龍　

先
生
書

　

甕
を
か
か
え
た
り
鉏
を
か
つ
ぐ
は
決
し
て
賤い
や

し
き
仕
事
で
な
い
、
花
を
種う

え
た
り
竹
を
種
え
た
り
す
る
は
老
荘
の
談
話
を
す
る
に
も
等
し
い
。
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 7 月末日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

山　

本　

飛　

雲　
先
生
臨

□ 

お
の
つ
可か

ら　

涼
し
く
裳も

あ
る
か　

な
つ
こ
ろ
も　

悲ひ

も
ゆ
婦ふ

く
れ
の　

あ
免め

の
な
こ
り
二に　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
二
六
四　

藤
原
清
輔
朝
臣
≫

　

  

お
の
つ
か
ら　

涼
し
く
も
あ
る
か　

夏
衣　

ひ
も
ゆ
ふ
く
れ
の　

雨
の
な
こ
り
に

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
顔
勤
礼
碑�

学
業
顔
氏
為
優
其
後
軄
位
温
氏
為
盛
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
横・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

島
（
抄
）　
　

乾い
ぬ
い　

直な
お

恵え

の
詩　
　

紺
碧
の
濤
お
お
な
みが

白
い
布
を
岩
々
に
晒さ
ら

し
て
ゐ
た
。
千
鳥
が
群
れ
翔と

ん
だ
。

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

井之上　南　岳 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

心し
ん　

華げ

	

「
心
華
」
と
は
、
心
の
華
（
花
）
で
あ
る
。

誰
の
心
の
中
に
も
一
輪
の
心
華
が
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
清
ら
か
な
心
の
花
を
咲
か

せ
て
み
た
い
も
の
だ
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
遊ゆ

う

魚ぎ
ょ

緑り
ょ
く

荷か

を
動う

ご
かす

　

池
水
に
た
わ
む
れ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
清
暑
澄
潭
月
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
遊ゆ

う

魚ぎ
ょ

緑り
ょ
く

荷か

を
動う

ご
かす

　

池
水
に
た
わ
む
れ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
清
暑
澄
潭
月
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　

懸か

け
た
情な

さ

け
は
水
に
流
せ
、
受
け
た
恩お

ん

は
石
に
刻
め　
　
（
仏
教
経
典
よ
り
）
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

横
画
の
抑
揚
や
向
勢
、
円
筆
、
蚕
頭
燕
尾
な
ど
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

「
學
業
顏
氏
」

▽
顔
勤
礼
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨



9

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

お
の
徒つ

か
ら　

す
ゝ
し
く
も
あ
る
可か　

な
つ
こ
ろ
も　

日ひ

裳も

ゆ
ふ
く
れ
の　

あ
免め

農の

な
こ
り
に

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

お
の
つ
か
ら　

涼
し
く
も
あ
る
か　

夏
衣　

ひ
も
ゆ
ふ
く
れ
の　

雨
の
な
こ
り
に
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

兵　頭　白　慧  先 生 書

≪
実
用
書
≫　
会
津
塗　

結ゆ
う

城き

紬
つ
む
ぎ　

益ま
し

子こ

焼や
き　

桐き
り
ゅ
う
お
り

生
織

岩い
わ

槻つ
き

人
形　

房
州
う
ち
わ　

江
戸
切
子　

鎌
倉
彫
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

小　畠　秋　聲  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 7 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）

①



14

（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 7 月末日 締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 7 月末日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 7 月末日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
こ　
　

め
」

□
〝
む
す
び
〟
は
、
筆ふ
で

の
軸じ
く

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
〝
ト
メ
〟〝
ハ
ラ
イ
〟
の
筆
づ
か
い
の
違ち
が

い
に
気
を
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
む
ぎ
の
ほ
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
夕
や
け
」

□
画
の
接
す
る
場
所
や
、〝
ハ
ネ
〟・〝
ハ
ラ
イ
〟・〝
曲
が
り
〟
に
気
を
つ
け
、
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
平
仮
名
の
〝
結
び
〟
の
筆
使
い
に
気
を
つ
け
、「
花
」
の
〝
ハ
ラ
イ
〟・〝
ハ
ネ
〟
は
ゆ
っ
く
り
と
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
せ
み
の
声
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 7 月末日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
落　
　

葉
」

□
「
雲
」
は
〝
あ
め
か
ん
む
り
〟
の
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
、
点
の
位
置
に
注
意
し
、「
海
」
は
〝
毎
〟
を
大
き
め
に
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
「
働
」
は
〝
重
〟
の
中
心
の
た
て
画
が
中
央
に
く
る
よ
う
に
気
を
つ
け
、「
く
」
は
や
や
太
め
に
書
こ
う
。

　

次
号
予
告
「
美
し
い
自
然
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
人
間
の
尊
厳
」

□
文
字
の
中
心
に
気
を
つ
け
、
点
画
の
連
続
を
意
識
し
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
思
い
き
り
よ
く
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
に
注
意
し
、
各
文
字
の
点
画
の
流
れ
を
意
識
し
て
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
人
権
尊
重
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

7
月

末
日

締
切
―

とめるとめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

小学一年



18

学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

7
月

末
日

締
切
―

（さかな）

母ではない てんのむきにちゅういする

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

ながくつきでる　

はねる とめる

七夕（たなばた）

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

7
月

末
日

締
切
―

（かん）

上にはねる左上にはねる左上にはねる

点をおとさない

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

はねるななめにうつはらう

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

7
月

末
日

締
切
―

とめる長めにはねる

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

中学


